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         咸臨丸とサラキ岬に夢みる会会則 
 
 

  （名 称） 

  第１条   本会の名称は、咸臨丸とサラキ岬に夢みる会（以下、本会という）と称する。 

  （事務局） 

  第２条   本会の事務局は、木古内町観光協会内におく。 

  （形態） 

  第３条   本会は木古内町観光協会の包括団体とする。 

  （目 的） 

  第４条   本会は、会員の知恵と行動力を結集して、歴史遺産である咸臨丸を掘り起こし、自 

       然豊かなサラキ岬を交光の拠点として研究開発することによって、地域が誇れる歴史 

       及び観光文化を創造して地域の活性化を図ることを目的とする。 

  （事 業） 

  第５条   本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

        ⑴ 咸臨丸や郷土の歴史的調査及び学習 

        ⑵ 海浜や丘陵地を利用したサラキ岬の開発整備 

        ⑶ 町内外への情報提供と収集 

        ⑷ 咸臨丸や郷土史に関係する団体との交流 

        ⑸ 観光産業と観光文化の創造 

        ⑹ 咸臨丸やサラキ岬を活用したイベントの企画実施 

        ⑺ 会員の意見交換及び親睦を図る例会 

        ⑻ その他目的達成に必要な事業 

  （会 員） 

  第６条   本会の会員は、本会の目的に賛同する町内外に在住及び勤務する高校生以上の者と 

       する。 

     ２． 会員は本会で定められた会費を納入する。 

  （賛助会員） 

  第７条   本会の目的に賛同し協力支援する個人・団体・事業所を賛助会員とする。 

     ２． 賛助会員は本会で定められた賛助会費を納入する。 

  （会 費） 

  第８条   本会の会費は総会で定める。 

  （役 員） 

  第９条   本会に次の役員をおく。 

        ⑴会長 １名  ⑵副会長 若干名  ⑶会計 ２名 

        ⑷地区班長 若干名 ⑸専門部会長 若干名 

  （役員の選出） 

  第10条   本会の役員の選出は下記のとおりとする。 

        ⑴ 会長、副会長、会計、地区班長は役員会で推薦し、総会で承認する。 

        ⑵ 専門部会長は部会内で推薦し、役員会で承認する。 

          専門部会長は部会内において副部会長を若干名選任することができる。 

  （役員の任期） 

  第11条   本会の役員の任期は３年とする。 

        但し、再任は妨げない。また年度途中で補任された場合はその残任期間とする 

  （役員の役務） 

  第12条   本会の役員の役務は次のとおりとする。 

        ⑴会 長  本会の会務を統括する。 

        ⑵副会長  会長を補佐し、会長が事故あるときはこれに代わる。 

        ⑶会 計  本会の財務管理をする。 

        ⑷地区班長  地区内会員の会費の徴収、及び広報紙案内等を班内会員へ配付する。 

        ⑸専門部会長 部会内の運営を統括し、部会の意見を会務に反映する。 



 

 

 

  （会計監査） 

  第13条   本会に会計監査を２名おく。 

     ２． 会計監査は総会で選出し、その任期は３年とする。 

     ３． 会計監査の役務は本会の財務及び事務を監査する。 

  （事務局員） 

  第14条   本会に事務局長を１名、事務局員を若干名おく。 

     ２． 事務局長及び局員は役員会で推薦し、総会で承認し、その任期は３年とする。 

     ３． 事務局長及び局員の役務は本会の事務全般とする。 

  （顧 問） 

  第15条   本会に必要に応じて顧問を若干名おく。 

     ２． 顧問は役員会で推薦し、会長が承認する。 

     ３． 顧問は必要に応じて役員会等に意見を具申する。 

  （会 議） 

  第16条   本会の会議は次のとおりとする。 

        ⑴ 総会は年１回開催し、会長がこれを招集する。 

          総会は会員の四分の一の出席者をもって成立し、その議決は出席者の過半数を 

         もって成立する。 

        ⑵ 三役会は、会長・副会長・会計をもって構成し、会長が必要と認めたときにこ 

         れを招集する。 

        ⑶ 役員会は、会長・副会長・会計・地区班長・専門部会長をもって構成し、会長 

         が必要と認めたときにこれを招集する。 

        ⑷ 専門部会は部会内会員をもって構成し、専門部長が必要と認めたときにこれを 

         招集する。また必要に応じて三役も出席する。 

  （例 会） 

  第17条   本会の会員の意見交換や学習及び交流親睦を図るための例会を行う。 

     ２． 例会は役員会で協議し年間を通して定期的に開催する。 

  （専門部会） 

  第18条   本会会員の知識や経験を活かして事業を円滑に遂行するために、専門部会をおくこ 

       とができる。 

     ２． 専門部会は役員会及び総会で協議し、必要に応じて設置する。 

  （経費） 

  第19条   本会の経費は下記のもので賄う。 

        ⑴会 費  ⑵賛助会費  ⑶助成金  ⑷事業収入  ⑸寄付金  ⑹基 金 

        ⑺その他 

  （会計年度） 

  第20条   本会の会計年度は、４月１日に始まり翌年３月３１日をもって終わる。 

  （会則の変更） 

  第21条   本会則の変更は、総会の議決を経なければならない。 

 

   附 則   本会則は、平成１６年１０月８日をもって施行する。 

         本会則は、平成１７年 ４月１０日改正する。 


